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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
演題発表に関連し、開示すべきCO I 関係にある 企業等はありません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当院の整形外科では脊椎の術後、圧迫骨折の治療には、治療用のオーダーメイドコルセットが処方されます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オーダーメイドのコルセットは義肢装具の制作会社が作成し、装具の型取りから完成までには約１週間かかります。
医師の処方ではコルセット装着下での離床指示が出ていることが多く、実際はコルセット完成待ちで約１週間離床できないというのが現状です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで、当院では義肢装具会社と連携し　コルセットの完成待ちまでの間に装着できるレンタルコルセットを導入しています。
コルセットの採型日、採寸日に、すぐ患者へ装着できるように装具会社には常備してもらっております
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
装着方法は、シェルは２つに分割できるために、最初に後方のシェル装着後に、前方のシェルをかぶせるようにはめ込みます。
最後にベルトを締めて装着完成となります
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
装着時の注意点は、①ウエストの位置や身体の中心を合わせる　、隙間ができないようにベルトを締める　等オーダーメイドコルセット装着時と同様となります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現在、感染症も流行している背景からも、患者が使用したコルセットは、義肢装具会社が持ち帰り、本体の消毒、内側のパッド、バンドの交換を行っております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
消毒の確認は、コルセット貼ってあるQRコードを読み取り、確認することが可能です
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2021年３月～12月までレンタルコルセット非装着群13人　　離床までの平均日数　は９．４日でした。
2022年1月～4月までレンタルコルセット装着群１１人　　離床までの平均日数は２．９日でした。
結果、レンタルコルセットを装着することにより患者１人あたり６．５日　離床が早まりました。
尚、今回、離床の定義として、車いす移乗、起立、歩行まで行った患者までとしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オーダーメイドコルセット完成までの間に、
車いす移乗、歩行訓練などのリハビリテーションを早くから開始することができるために、寝たきりの期間が短くなっており廃用症候群予防、早期退院等に確実につながっていると思われます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
病棟からも　介助にてトイレに行ける方もいるために、おむつの介助の時間が減った
座位で食事できるために、患者さんの食事に対する前向きな気持ちが生まれた等の声も聞かれ
離床できないことに対する患者のストレス軽減につながっていると思われました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今後の課題として
・軽量化　　・円背や肥満体型など特殊な体型への対応　　
・体にしっかりフィットしていないためにコルセットが当たって痛い場所があるなど形状についての問題もあり
今後も医師や看護師、提供元である義肢装具の製作会社と連携しながら改善に取り組み、　
院内でより早期に離床できる環境づくりに取り組んでいきたと考えております。





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました
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